
地域おこし協力隊活動報告書 
 

 
活動団体 一般社団法人リバーバンク 
役職  
氏名 鈴木秀典 
着任日 令和5年10月1日 

 
活動月 令和7年12月（着任2年3ヶ月） 

主な活動 ・時時ギャラリー（ash） 
・LVL発表 
・九州廃校学会 
・熊本、空家活用事例視察 
・商店街イベント同行 
・餅つき補助              

 
・時時ギャラリー（ash） 
11月から続いているash、12月に個展の最終日を迎えました。 
知覧の郷土料理を食べたことがない。という気づきから「そまんずし」という郷土料理をみんなで食べる会を企画して20名程度の
方に集まっていただいたり、大家さんと共に空き家の改修を進めたりと、展示の中でも少しずつ拠点として変化をしていきました。 

 
 
・LVL発表 
ETICが開催している、約半年間のローカルで起業をする方々が集まって事業について真剣に考える会。 
ついに最終日を迎え、発表をしてきました。 
全国から色々な事業を持ち寄って互いに考え合う機会はとても刺激的で、全国に仲間が増えたことが何よりでした。​
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・九州廃校学会 
九州廃校学会に参加してきました。現場で運営をしている人の視点、建築家の学術的な視点、ONE KYUSHUの村岡さんの視点
などが入り混じり、とても学びの多い会となりました。 
1月に行うハイカツthinkのあり方についてもとても考えさせられました。 

 

 
​
・熊本・空家活用事例視察 
熊本の地方で賑わっている店舗の視察、空き家活用の事例の視察、DIYに活用できるものをおいている店舗など、 
今後の空き家活用事例の参考になる店舗を視察してきました。 
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​
・下関　廃校・空家活用事例視察 
LVLで出会った、廃校活用と空き家の活用を一体として解決しようとしている山口さんのフィールドを視察しました。 
私の活動から見えてきている話を伝え、明治期の空き家の構造、工法を確認し、建築の視点でもとてもいい経験ができました。 

 
 
・商店街イベント同行 
中迎さんに声をかけていただき、小学生が商店街を歩いて、どんな商店街にしたいか。ということをテーマにフィールドワークを行
いました。 
自分自身とてもためになるフィールドワークで、商店街の昔について考えることができました。 

 
 
・餅つき補助 
年末の恒例となった、餅つきを補助してきました。 
都会にいたらなかなか経験できないものがとても身近にあり、もっとこのありがたさに気づいて欲しいなと思いました。 

 

 


